
 

 

 

  

 

公立大学法人長岡造形大学 

業務実績に関する評価書 

 

第２期中期目標期間 

〔令和２年度～令和７年度〕 

 
 

 

 

 

 

 

 

長岡市公立大学法人評価委員会 
  



目次 

 

Ⅰ はじめに・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・１ 

 

Ⅱ 評価（期間評価）の仕組みについて・・・・・・・・・・・・・・・・・２ 

 

Ⅲ 評価結果 

１ 全体評価・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・３ 

２ 大項目別評価・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・４ 

 

Ⅳ 参考 

１ 中期目標期間の業務実績評価（期間評価）実施要領・・・・・・・・・13 

２ 公立大学法人長岡造形大学第２期中期目標・・・・・・・・・・・・・17 

３ 公立大学法人長岡造形大学第２期中期目標期間業務実績報告書（別冊） 



 

 

Ⅰ はじめに 

 

  公立大学法人長岡造形大学中期目標期間の業務実績評価（以下「期間評

価」という。）は、地方独立行政法人法第 78 条の２に基づき、公立大学法人

長岡造形大学が第２期中期目標期間（令和２年度～令和７年度）に行った業

務の実績について、中期目標の達成状況を確認する観点から、総合的に評価

するものである。 

  期間評価は、法人の業務の質的向上、業務運営の効率化、透明性の確保に

資することを目的とする。 

当評価委員会が行う評価が、法人の自主的かつ継続的な業務運営の見直

し・改善を促すとともに、第３期中期目標期間において当該大学がさらなる

発展を遂げることを期待する。 
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Ⅱ 評価（期間評価）の仕組みについて 

 

１ 評価の根拠 

  地方独立行政法人法第 78 条の２ 

 

 

２ 評価対象 

  公立大学法人長岡造形大学における第２期中期目標（令和２年度～令和７

年度）の達成状況 

 
 
３ 評価要領 

  公立大学法人長岡造形大学 中期目標期間の業務実績評価（期間評価）実施

要領（令和８年２月長岡市公立大学法人評価委員会決定）に基づき実施 

 

 

４ 評価の経緯 

  令和８年６月 17 日  法人から業務実績見込報告書の提出 

７月 ９日  第１回評価委員会開催 

 ８月 ５日  第２回評価委員会開催 

             評価書の確定 
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Ⅲ 評価結果 

１ 全体評価 

中期目標の達成状況は良好である 

 法人から提出された業務実績報告書を基に、法人の第２期中期目標の達成状

況について次のとおり評価を行った。 

 大項目別評価（４区分）のうち、第１教育に関する目標、第２研究に関する目

標及び第３地域貢献に関する目標について、中期目標に掲げた内容を着実に実

施していることから、『中期目標の達成状況は良好である』と評価した。  

学部・大学院を通じた教育研究組織及びカリキュラムの見直しをはじめ、「地

域協創演習」などを通じた地域課題解決の取組、NaDeC 構想の推進をはじめ地域

全体での人材育成の推進、全国からの入学志望者や高い志願倍率の維持など、評

価すべき取組と成果が多く見受けられる。 

また、第４アトリエ棟の整備及び既存施設の段階的な再整備を完了させ、教育

研究活動を支える基盤整備を一体的に推進しており、組織の見直しに関する取

組は着実に実現されている。 

第４業務運営等に関する目標については、中期目標に掲げた内容を概ね実施

していることから、『中期目標の達成状況は概ね良好である』と評価した。 

 以上のことを踏まえ、大項目別の評価結果を総合的に勘案した結果、全体評価

は、『中期目標の達成状況は良好である』と評価した。（下表参照） 

 社会や地域を取り巻く環境が大きく変化する中、教育・研究成果を地域社会へ

還元し、新たな価値創造に貢献している。デジタル化や AI 活用が一層進展する

時代を見据え、これらを正しく理解し実践的に活用できる能力を備え、社会の課

題解決に貢献し、イノベーションを創出する人材を今後も輩出し続けることを

期待する。 

 

【参考】年度評価における全体評価の状況 

令和２年度 中期計画の進捗は順調である 令和５年度 中期計画の進捗は順調である 

令和３年度 中期計画の進捗は順調である 令和６年度 中期計画の進捗は順調である 

令和４年度 中期計画の進捗は順調である 令和７年度 中期計画の進捗は順調である 

大項目別評価（４区分） 評定 評語 

第１ 教育に関する目標 Ａ 中期目標の達成状況は良好である 

第２ 研究に関する目標 Ａ 中期目標の達成状況は良好である 

第３ 地域貢献に関する目標 Ａ 中期目標の達成状況は良好である 

第４ 業務運営等に関する目標 Ｂ 中期目標の達成状況は概ね良好である 
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２ 大項目別評価 

第１ 教育に関する目標 

Ａ 中期目標の達成状況は良好である 

 

【評価理由】 

（１）教育の成果、内容に関する目標 

・教育研究組織の見直しに関する基本方針に基づき、「デザイン学科」を新

設し、３学科体制へ再編するとともに、新しいカリキュラム「令和５年度

以降入学者カリキュラム」を策定し、教育の実施及び人材の育成に取り組

み、基礎造形力とデザイン思考を体系的に育成する体制が整備されている。 

・加えて、「地域協創演習」等を通じた、地域課題等の解決や地域社会の活

性化に取り組むことで、学生の社会性や協働性の向上が図られている。 

・大学院においては、創造力・統合力・問題解決力を身に付け、高い専門性

と新たな価値を創造する能力の習得を目指した研究指導を行うとともに、

課題解決型学習ピー・ビー・エル（PBL）により、実践の中で探求を深める

など、人材育成が着実に進展している。 

・これらの特色ある教育環境・内容を周知し、受験生の立場に立った積極的

かつ多様な広報活動に努めることにより、造形学部では平均５．３倍と高

い志願倍率を維持している。 

・NaDeC 構想に基づき、市内４大学１高専へと対象範囲を拡大した単位互換

制度による学生の派遣・受入れを推進するとともに、他大学や市、産業界

等からの講師派遣による「長岡学」を一般公開で開講するとともに、他大

学等との合同授業を地域協創演習にて実施するなど、多方面との連携及び

地域全体の人材育成に貢献している。 

 
（２）教育の実施体制に関する目標 

  ・「第４アトリエ棟」の整備及び既存校舎の再整備を進め、先端設備を備え

た演習環境や自主制作活動の場を充実させるなど、教育研究活動の高度

化に資する学修環境の整備が図られている。 

・また、専任教員の計画的な採用及び女性教員割合の向上に向けた取組によ

り、教育研究体制の充実と多様性の確保が進められている。 

・ICT ツールの導入と継続的な提供により、対面と遠隔を組み合わせた効果

的な授業運営が可能となり、学生の学修環境の向上に寄与している。 

・さらに、ファカルティ・ディベロップメント（FD）研修の実施や授業評価

アンケート等を通じて、教育成果の分析・検証に取り組んでいる。 
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（３）学生への支援に関する目標 

・新型コロナウイルス感染症への対応として、修学環境整備支援金の給付や

授業料減免等の経済的支援を実施するとともに、公的支援制度も活用し、

学生の修学継続に向けた支援が講じられている。 

・また、「ハッピーキャンパスライフコンペ」を通じて学生提案の取組を実

現するなど、学生主体のキャンパス環境づくりを推進し、学生生活の充実

が図られている。 

・加えて、カウンセリング体制の充実やオンライン相談の導入、SOGI ガイド

ラインの策定等により、多様な学生に対応したきめ細やかな支援体制が整

備されている。 

・さらに、キャリア教育の体系的な実施や企業との連携による各種講座・イ

ベントの開催、インターンシップの推進等により、キャリア形成支援の充

実と就職支援の強化が図られている。 

 

（４）国際化に関する目標 

・海外協定校との共同ワークショップや交換留学、合同授業の実施に加え、

海外大学のプログラムへの参加を通じて、国際交流の機会を提供し、教育

研究活動の国際化が図られている。 

・また、国際交流事業支援奨学金の給付や留学経験の共有機会の確保、留学

生へのチューター配置等により、学生の海外活動の促進と受入支援体制の

充実が図られている。 

・さらに、文部科学省「トビタテ！留学 JAPAN」の採択による留学支援や短

期海外プログラムの実施などにより、学生の国際的視野の涵養と主体的な

海外活動の促進に取り組んでいる。 

 

以上、法人の取組実績を総合的に勘案すると、Ａ評価（中期目標の達成状

況は良好である）が相当である。 

 
【参考】 

○年度評価における教育に関する事項に係る中期計画の進捗状況評価 

年度 R2 R3 R4 R5 R6 R7 

評価 Ａ Ａ Ａ Ｂ Ａ Ａ 

進捗状況 

評価基準 

S：優れて順調 

A：順調 

B：概ね順調 

C：やや遅れている 

D：遅れている 
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第２ 研究に関する目標 

Ａ 中期目標の達成状況は良好である 

 

【評価理由】 

（１）研究の内容及び水準に関する目標を達成するための措置 

・地域協創センターを窓口とした企業等との連携により、受託研究・共同研

究を推進するとともに、産学連携イベント等への出展を通じて研究成果や

大学シーズの発信に取り組み、地域課題の解決及び研究の発展につなげて

いる。 
・また、特別研究費の配分や教員顕彰制度の実施により、外部研究資金の獲

得や研究意欲の向上を促進し、研究活動の活性化と質の向上が図られてい

る。 
・さらに、安全保障貿易管理体制や研究倫理体制の整備、サバティカル研修

制度の導入等により、研究環境の充実と研究活動の推進体制の強化が図ら

れている。 

 
（２）研究の成果に関する目標を達成するための措置 

・卒業・修了研究展について、一般来場者を受け入れて再開し、毎年度 2,500

人を超える来場者に対して学生の研究成果を公開するなど、成果発信の機

会を確保している。また、学外展示や特設ウェブサイトでの公開、ヴァー

チャル展の実施など、多様な手法を活用した取組により、研究成果の発信

と大学広報の充実が図られている。 

・さらに、教員作品展の開催や創立 30 周年記念事業におけるプロジェクシ

ョンマッピングの実施などを通じて、教育研究活動の成果を広く社会に発

信しており、本学の特色や価値の向上に寄与している。 

 
（３）研究の実施体制に関する目標を達成するための措置 

・NaDeC 構想に基づく連携のもと、「Matching HUB Nagaoka」の開催により、

大学シーズの発信と企業ニーズの把握・マッチングを推進し、地域課題の

解決に資する取組が着実に進められている。 

・また、KDDI 株式会社、楽天グループ株式会社、NTT 東日本新潟支店等との

連携により、合同授業やコンテスト、STEAM 教育等の多様な教育研究活動

を展開しており、産学官連携による実践的な人材育成と地域価値の創出が

図られている。 

 
（４）教育研究組織の見直しに関する目標を達成するための措置 

・社会経済環境の変化やデザイン領域の拡大に対応するため、「教育研究組
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織の見直しに関する基本方針」を策定し、３学科体制への再編やカリキュ

ラム改編、新校舎建設を含む施設整備等を行った。 
・また、同方針に基づき、教員配置や学生募集、３つのポリシーの見直しを

含むカリキュラムの運用開始などを計画的に実施し、教育研究体制の再構

築を着実に進めている。 
・さらに、第４アトリエ棟の整備及び既存施設の段階的な再整備を完了さ 

せ、教育研究活動を支える基盤整備を一体的に推進しており、組織の見直

しに関する取組は着実に実現されている。 

 
以上、法人の取組実績を総合的に勘案すると、Ａ評価（中期目標の達成状

況は良好である）が相当である。 
 

【参考】 

○年度評価における研究に関する事項に係る中期計画の進捗状況評価 

年度 R2 R3 R4 R5 R6 R7 

評価 Ａ Ａ Ａ Ａ Ａ Ａ 

進捗状況 

評価基準 

S：優れて順調 

A：順調 

B：概ね順調 

C：やや遅れている 

D：遅れている 
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第３ 地域貢献に関する目標 

Ａ 中期目標の達成状況は良好である 

 

【評価理由】 

（１）地域社会との連携に関する目標 

・地域協創センターを窓口とした企業等との連携により、受託研究や共同研

究、授業プロジェクトを推進するとともに、産学マッチングイベントへの

積極的な出展を通じて、連携の掘り起こしを図っている。これにより、地

域貢献に関する取組は指標を上回って増加し、地域課題の解決及び新たな

価値創造に寄与している。 

・また、産学連携センターの運営や合同授業の実施、「長岡学」の開講など

を通じて、高等教育機関、自治体、産業界との連携を推進し、NaDeC 構想

に基づく取組の推進が図られている。 

・さらに、市民工房やこどもものづくり大学校の開講、市主催事業への参画

等により、生涯学習機会の提供や次世代人材の育成に取り組んでおり、地

域への教育的貢献が着実に進められている。 

 

（２）産業振興に関する目標 

・「Matching HUB Nagaoka」の開催等により、産学間のマッチングを促進す

るとともに、各種プログラムへの学生の参画を通じて、産学連携による実

践的な取組が進められている。 

・また、教員によるデザイン思考研修や企業向け講座の実施により、地域産

業への知的貢献がなされており、産業振興への寄与が図られている。 

 

（３）若者の長岡への定着に関する目標 

・長岡地域定住自立圏内高校への広報活動や探究学習への協力、大学見学会

や講座の実施などにより、志願者確保に向けた取組を推進している。併せ

て、入試制度の見直しにより定住自立圏を対象とした優先枠を拡充し、志

願者増加につなげている。 

・また、「長岡学」の開講や地域企業との連携によるインターンシップの実

施などを通じて、学生の地域理解と愛着の醸成を図るとともに、地域への

就職促進に向けた取組が進められている。 

 
以上、法人の取組実績を総合的に勘案すると、Ａ評価（中期目標の達成状

況は良好である）が相当である。 
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【参考】 

○年度評価における地域貢献に関する事項に係る中期計画の進捗状況評価 

年度 R2 R3 R4 R5 R6 R7 

評価 Ｂ Ａ Ａ Ａ Ａ Ａ 

進捗状況 

評価基準 

S：優れて順調 

A：順調 

B：概ね順調 

C：やや遅れている 

D：遅れている 
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第４ 業務運営等に関する目標 

Ｂ 中期目標の達成状況は概ね良好である 

 

【評価理由】 

（１）業務運営の改善に関する目標 

・理事会や各審議機関に外部委員を登用し、役割分担を明確化したうえで連

携した運営を行うとともに、監事による理事会出席、業務実績及び財務諸

表等の確認など監査機能と密接な連携を図った。 

・また、教員の業績公開や計画的な人材配置を推進するとともに、女性教員

の採用促進等により多様性の確保に取り組んでおり、組織運営の質の向上

が図られている。 

・さらに、文書管理システムの導入やペーパーレス化の推進、オンラインを

活用した研修の実施により、事務の効率化と職員の能力向上が図られてい

る。 

 

（２）財務内容の改善に関する目標 

・科学研究費補助金等の外部資金の獲得に向けた支援体制の整備や申請支

援の取組により、研究資金の確保に努めるとともに、研究費の適正な管理

に向けた教育の実施により、財務運営の適正化が図られている。 

・また、産学連携イベントへの出展等を通じた共同研究の促進により、外部

資金の獲得に向けた取組が進められている。 

・さらに、中長期修繕計画に基づく施設整備や LED 化の推進、新たな修繕計

画の策定により、計画的な資産管理が行われているほか、第４アトリエ棟

において環境負荷低減に配慮した整備を行い、ZEB Ready 認証を取得する

など、環境面にも配慮した取組が進められている。 

・一方、施設整備が進んだことによる維持管理費の増大なども懸念されるこ

とから、承継資金への依存軽減を踏まえた収支の均衡が求められる。 

 

（３）自己点検・評価及び情報公開の推進に関する目標 

・大学教育質保証・評価センターによる認証評価を受審し、評価基準を満た

しているとして認定されるとともに、指摘事項への対応を進めるなど、内

部質保証に向けた取組が着実に実施されている。 

・また、ホームページや Web マガジン、SNS 等を活用し、教育研究活動や法

人情報の積極的な発信を行うことで、社会に対する大学の認知向上が図ら

れている。 

 

（４）その他業務運営に関する目標 

・各種規程の整備や法令遵守教育、ハラスメント防止研修等の実施により、
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コンプライアンスの徹底に向けた取組が継続的に行われている。 

・また、第４アトリエ棟を含む施設整備や教務システムの更新等により、教

育内容の変化や技術の進展に対応した学修環境の充実が図られている。 

・さらに、健康管理やカウンセリング体制の充実、感染症対策等により学 

生・職員の安全衛生管理に努めるとともに、情報セキュリティ対策や業務

継続計画（BCP）の策定、防災訓練の実施などを通じて、安全・安心な大学

運営体制の強化が図られている。 

 

以上、法人の取組実績を総合的に勘案すると、Ｂ評価（中期目標の達成状

況は概ね良好である）が相当である。 

 
【参考】 

○年度評価における業務運営等に関する事項に係る中期計画の進捗状況評価 

年度 R2 R3 R4 R5 R6 R7 

評価 Ａ Ａ Ｂ Ｂ Ａ Ｂ 

進捗状況 

評価基準 

S：優れて順調 

A：順調 

B：概ね順調 

C：やや遅れている 

D：遅れている 
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Ⅳ 参考 

 

１ 中期目標期間の業務実績評価実施要領 

２ 公立大学法人長岡造形大学第２期中期目標 

３ 公立大学法人長岡造形大学第２期中期目標期間業務実績報告書 
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公立大学法人長岡造形大学 中期目標期間の業務実績評価（期間評価）実施要領 

 

１ 趣旨 

この要領は、地方独立行政法人法第 78 条の２の規定及び当該規定に基づき定められた

市規則（公立大学法人長岡造形大学の業務運営並びに財務及び会計に関する規則）に基づ

き、長岡市公立大学法人評価委員会（以下「評価委員会」という｡)が行う公立大学法人長

岡造形大学（以下「法人」という｡)の中期目標期間の業務実績に関する評価（以下「期間

評価」という｡)の実施について必要な事項を定めるものとする。 

 

２ 評価の目的 

評価委員会が行う評価は、法人の業務運営の自主的かつ継続的な見直し・改善を促し、

もって、法人の業務の質的向上、業務運営の効率化、透明性の確保に資することを目的と

して行う。 

 

３ 評価の基本方針 

期間評価は、中期目標の達成状況を確認する観点から行い、評価に当たっては、総合的

かつ効率的に行うこととする。 

なお、評価の際は、法人の教育研究の特性や大学運営の自主性・自律性に配慮するとと

もに、評価を通じて、法人の中期目標の達成状況を市民に分かりやすく示すよう努めるも

のとする。 

 

４ 期間評価の実施時期 

期間評価は、当該中期目標期間終了後、概ね５月以内に実施するものとする。 

 

５ 期間評価の実施方法 

(1) 評価手法 

期間評価は、その目的を効率的かつ効果的に達成するため、法人が中期計画に係る

業務実績に基づいて行う自己評価結果を踏まえ、大項目別に評価のうえ、中期目標の

達成状況について総合的な評価（全体評価）を行う。 

 

(2) 評価項目 

評価項目は、別表１または別表３のとおりとする。 

 

(3) 評価基準 

評価に当たっては、別表２または別表４の取扱いを基本に、取組状況や外的要因等、

それぞれの状況を総合的に勘案して評価するものとする。 
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(4) 評価の手順 

① 法人による実績報告・自己評価 

法人は、別表１に定める中期計画の大項目ごとに業務実績をとりまとめ、別表２に

定める評価基準により自己評価を行ったうえ、業務実績報告書を作成し、中期目標期

間終了後３月以内に評価委員会に提出する。 

 

② 評価委員会による検証・評価 

ア 大項目別評価 

評価委員会は、法人から提出された業務実績報告書について、法人関係者からの

ヒアリング等により検証のうえ、別表３に定める大項目ごとに、別表４に定める評

価基準により、評価する。 

なお、評価委員会は、検証、評価を行ううえで必要がある場合、法人に対して資

料の追加提出を求めることができるものとする。 

 

イ  全体評価 

評価委員会は、大項目別評価の結果を踏まえ、別表４に定める評価基準により、

中期目標の全体的な達成状況を総合的に勘案して評価する。 

 

(5) 評価書の作成 

① 評価書原案の作成及び法人からの意見の聴取 

評価委員会は、評価の透明性・正確性を確保するため、(4)に定める手順によって

評価した結果をとりまとめ、評価書原案を作成し、法人に提示する。      

法人は、評価書原案に対する意見を書面により評価委員会に申し出るものとする。 

 

② 評価書の確定 

評価委員会は、評価書原案に対する法人からの意見を踏まえ、必要に応じて法人関

係者の説明を受けた後、当該意見の適否を審議し、当該案に修正を加える等により評

価書を確定する。 

 

６ 評価結果の取扱い等 

(1) 評価結果の通知及び公表等 

評価委員会は、評価書を作成したときは、遅滞なく当該評価書を法人及び長岡市長

に送付するとともに長岡市ホームページ等で公表する。 

 

(2) 評価結果の活用・反映 

法人は、評価結果を自らの業務運営等の見直し又は改善に活用・反映させていくも

のとする。 
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７ 評価方法の継続的な見直し 

この要領については、期間評価の実施状況等を踏まえ、必要に応じて見直すものとする。 

 

８ その他 

この要領に定めるもののほか、評価の実施に必要な事項は、評価委員会が別に定める。 

 

附 則 

この要領は、令和２年４月１日から施行する。 

  附 則 

この要領は、令和８年２月 16日から施行する。 
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